
令和元年度行政評価委員会 議事要旨 

会 議 名 飾区行政評価委員会 第１回全体会 

開 催 日 時 令和元年６月 27 日（木）  午後２時から４時まで 

開 催 場 所 飾区役所新館５階 庁議室 

出 席 者 【委員 14 人】 

大石会長、小松原委員、鈴木委員、大山委員、折登委員、 

西山委員、村上委員、大畑委員、上村委員、久保委員 

田中委員、谷本委員、千田委員、長谷委員 

【区側 11 人】 

区長、事務局（政策経営部長、経営改革担当課長、事務局職員８人）

会議概要 

１ 開会 

２ 委員委嘱 

（区長より各委員に行政評価委員会委員を委嘱） 

３ 区長挨拶 

  行政評価委員会は平成 14 年度にスタートし、今年度で 18 年目を迎えた。 

これまで委員会においては、行政改革の視点からご提案をいただき、区職

員数削減や事業の整理に取り組むなど、効率的な区政の推進につなげてきた。 

時代背景が変化していく中で、ここ数年は、多くの区民の方に喜んでいた

だけるように、いかにサービスの質を向上させ、事業を効率的に進めていく

のかという視点から議論をいただいている。 

今年度の委員会で評価していただく事業は６事務事業ではあるが、委員会

でのご意見や評価結果は、６事務事業のみならず、区が実施している他の事

務事業の見直しにつながると思っている。 

区としても、住みやすい街をつくるために、保育園の整備などの子育て支

援、介護制度の充実や高齢者施設整備などの高齢者支援など様々な取組みを

行ってきた。また、行政のみの取組みだけではなく災害対策や街づくりなど

における区民の皆さまとの協働や、病院の誘致やバス交通の充実のため企業

との連携についても強化してきた。 

今後より良いサービスを提供できるように、皆さんが考えている課題をこ

の機会に出していただき、飾区が多くの区民にとって住みやすいまちとな



るように議論をしていただきたい。 

４ 要綱説明 

（事務局より飾区行政評価委員会設置要綱について説明） 

５ 会長挨拶 

６ 委員紹介 

（会長より委員の名前、選出区分、所属分科会の紹介、政策経営部長挨拶、

事務局職員紹介） 

７ 行政評価委員会の運営方法について 

（会議の公開、会議の記録の公開、委員の名簿の公開、他の分科会の審議へ

の関与方法、今後の日程について） 

８ 行政評価委員会の概要について 

（事務局より行政評価委員会の概要について説明した後、質疑応答） 

Ａ委員  ：資料４－②「行政評価委員会評価表」のコスト内訳欄の退職給与

引当金はどのように算出しているのか。 

事務局 ：退職給与引当金は、正規職員数に退職給与引当単価を乗じた額と

なる。資料４－②「行政評価委員会評価表」の人件費欄に記載の

ある人数には、正規職員数と再任用職員数が合算されているため、

この人数と退職給与引当単価を乗じた額ではなく、人件費欄に記

載のある人数のうち、正規職員数のみを取り出し、退職給与引当

単価を乗じた額となる。 

Ａ委員 ：退職給与引当金は、資料４－②「行政評価委員会評価表」の人件

費欄の人数に含まれる正規職員数に退職給与引当単価を乗じた額

であり、正規職員数や再任用職員数はこの帳票からは読み取れな

いということで良いか。 

事務局 ：その通りである。 

大石会長：退職給与引当金を含め人件費の計算方法については、各分科会で

もう一度説明していただけたらと思う。 

Ｂ委員 ：最終的に資料４－⑦「飾区行政評価委員会の評価結果」につい

て、まとめていくこととなると思う。コストについて評価する項

目もあるが、基本的には資料４－①８ページに記載のあるとおり

事務事業の方向性や実施内容、実施方法について協議するという



ことでよいか。 

事務局 ：その通りである。 

Ｂ委員 ：資料４－②「行政評価委員会評価表」の今後の方向性に、例えば

②が入っていた場合、実施内容についてのみを評価するべきか。

実施内容だけにこだわらず、方向性や実施方法についても評価は

できるのか。 

事務局 ：所管課が課題を抱えていると考えていて、特に評価していただき

たいと考えているのが②実施内容であるということである。委員

の皆様には、実施内容だけでなく、お気づきになったことについ

ては、是非ご意見をいただきたい。 

大石会長：評価のスタンスについては、所管課の見解を伺い、その意見を踏

まえ答申を構築することも大切だが、区民の視点から成熟した事

務事業や費用対効果の悪い事務事業については廃止を提言したり、

所管課とは違う視点を持ち、新たな改善策を提言していくことが、

行政評価委員会には必要だと考えている。ぜひそのように議論を

進めていきたい。 

９ 分科会別打ち合わせ 

（分科会ごとに分かれて、自己紹介と日程の確認） 

10 その他 

（事務局より事務連絡） 

11 閉会 


